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『いのち輝け』
子ども･若もの・障害のある人に寄り添って

青木　道忠 著
A5判160頁 定価1,800円＋税
【あおき みちただ】大阪発達支援センターぽぽろ所長、
子ども・若もの支援ネットワークおおさか理事長、全国障
害者問題研究会 大阪支部顧問、総合社会福祉研究所理
事、他。発達相談員、大学非常勤講師。
現在、本誌に「相談室の窓から 障害者の真の自立をもと
めて」好評連載中。

早くも第３版！
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TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895

第20回社会福祉研究交流集会in大阪
2014年8月30日（土）～31日（日）開催決定！

１日目：全体会・記念講演（エル・おおさか）
２日目：分科会・基礎講座・フィールドワークなど（大阪大学吹田キャンパス）
フィールドワークは、
　「生野コリアタウン」、「釜ヶ崎」、「社会福祉歴史探訪」 を予定！
Facebook もあります！➡https://www.facebook.com/20syukai

20 回目の記念となる集会。内容もりだくさんで準備中です！
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　常日頃のご支援・ご購読ありがとうございます。増税は編集や製本にも大き
く影響しますが、本体価格は据えおき、消費税分のみ引き上げました。みなさ
まの購読料や会費で運営をしています。
　読者のみなさまと一緒に、「福祉のひろば」をよりよいものにしていきたい
と考えています。紙面に関するご要望・ご意見・ご感想等
ありましたら、下記までどしどしお寄せください！
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。



　

三
月
一
一
日
一
二
日
（
陸
前
高
田
市
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
）、
一
三
日
一
四

日
（
久
慈
市
く
じ
道
の
駅
）
で
開
催
で
き
た
展
示
交
流
会
。
両
会
場
で
、
四
〇

〇
名
近
い
参
加
者
で
し
た
。
読
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
、
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
陸
前
高
田
の
会
場
で
は
、
五
〇
畳
の
和
室
と
玄
関
ロ
ビ
ー
で

展
示
。
両
市
の
教
育
委
員
会
、芸
術
文
化
協
会
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
久

慈
は
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
）。
参
加
者
か
ら
は
、「
癒い
や

さ
れ
た
ね
、
ホ
ッ

と
し
た
」
と
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神ご

う

ど門
や
す
子
・
川
口
モ
ト
コ
・
ラ
ッ
キ
ー
植
松

　
　
　
　
　
展
示
交
流
会 

in 

陸
前
高
田
・
久
慈



　陸前高田市の開催は11日12日。11日午後２時46分、会場でサイレンの響く中、黙とうをし
ました。陸前高田への津波の第一波は、午後３時23分でした。写真上は、参加者に作品を紹
介する神門さん（手前）です。下の写真は、久慈の会場で、長

おさない

内学童保育所・わんぱくクラブ
の子どもたちが参加。さっそく、「となりのおっさん」（語り）と「ねずみのすもう」（人形劇）
を神門さんが公演。「さすが、プロだね」とスタッフ一同感心しきり。



　

一
八
歳
か
ら
三
三
歳
ま
で
劇
団
京
芸
で
過
ご
し
、
そ
の
後
も
人
形
劇

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
神
門
さ
ん
。
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
大
変
身
で

す
。
人
形
劇
の
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
は
、
今
回
の
公
演
や
人
々
と
の

触
れ
合
い
で
、〝
変
わ
っ
た
〟
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
と
な
り

の
お
っ
さ
ん
」
は
自
作
で
す
。



　参加された方々に、絵はがきのプレゼント。宿に戻っても作成、展示会の合間にも筆をとる。
その姿を参加者が目にし、すごいなあ！　かわいいなあ！　と感嘆。今回の展示交流会は、豊
田八郎さん（総合社会福祉研究所常任理事）、浅井純二さん（ボランティア・日本福祉大学）、神門
やす子さん、編集主幹、現地では、菅

かんの

野悦
えつ お

雄さん（陸前高田市）、城
じょうないちゅうえつ

内仲悦さん（久慈市）のスタッ
フで行われました。お疲れさまでした。� （写真・コメント　下野祇園）
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「
学
校
に
行
く
の
、
や
め
た
の
」「
な
ん
で
？
」「
い
じ
め
ら
れ
る
か
ら
」

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
出
会
っ
た
ゴ
ル
ジ
ュ
マ
ち
ゃ
ん
は
、
カ
メ
ラ
の
前
で
恥
ず
か

し
そ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。
彼
女
の
左
腕
は
米
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
、
肩
の
部
分
か
ら
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て

い
る
。
片
腕
が
な
い
の
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
子
ど
も
は
時
と
し
て
残
酷
で
あ
る
。
自
分
た

ち
と
違
う
対
象
を
見
つ
け
た
と
き
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
は
じ
き
出
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

「
じ
ゃ
ぁ
、
普
段
は
ど
う
し
て
る
の
？
」「
家
に
い
る
」「
今
一
番
ほ
し
い
も
の
は
何
？
」「
左
腕
。
両

手
が
あ
れ
ば
学
校
に
行
け
る
」「
一
番
大
事
な
も
の
は
ど
っ
ち
？　

友
達
、
そ
れ
と
も
食
料
？
」「
食
べ

物
。
お
な
か
が
す
い
て
い
る
も
の
」。

米
軍
の
空
爆
で
片
腕
を
な
く
し
た
の
だ
か
ら
、
本
来
彼
女
は
同
情
さ
れ
る
べ
き
存
在
の
は
ず
だ
が
、

こ
こ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
あ
る
。
片
手
で
は
洗
濯
や
炊
事
が
普
通
に
で
き
な
い
の
で
、今
後
彼
女
は
、

家
の
中
で
さ
え
も
「
お
荷
物
扱
い
」
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
ゴ
ル
ジ
ュ
マ
の
父
親
ワ
キ
ー
ル
に
、
ち
ょ
っ
と
意
地
悪
な
質
問
を
し
て
み
た
。

「
君
た
ち
の
村
を
空
爆
し
た
米
軍
の
責
任
者
、
大
統
領
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
？
」「
知
っ
て
い
る
と

も
、
オ
バ
マ
だ
ろ
」「
新
聞
で
そ
の
名
前
を
知
っ
た
の
か
？
」「
い
や
、
人
々
が
話
を
し
て
い
る
の
を
聞

い
た
」。

や
は
り
ワ
キ
ー
ル
は
文
盲
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
人
々
の
相
当
数
は
文
字
が

読
め
な
い
。

アフガニスタンに日本の
平和憲法を輸出できれば……

 
　　西

にしたに

谷　文
ふみかず

和さんイラクの子どもを救う会代表・
フリージャーナリスト
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にしたに　ふみかず
　大阪府吹田市役所を退職後、フリージャーナリストとなる。
９・11以降イラクとアフガンを精力的に取材し、2003年12月に
「イラクの子どもを救う会」を設立。2006年度「平和協同ジャー
ナリスト基金賞」受賞。「中東革命」や「アラブの春」の実相
にも迫る。
　著書に「報道されなかったイラク戦争」「オバマの戦争」（と
もにせせらぎ出版）、「戦火の子どもたちに学んだこと～アフガ
ン、イラク、福島までの取材ノート～」（かもがわ出版）などが
ある。毎日新聞月曜日夕刊で「西谷流地球の歩き方」を連載中。

憲
法
九
条
の
精
神
で
外
交
決
着

米
国
は
「
こ
の
程
度
の
人
々
」
に
恐
怖
を
い
だ
き
、
空
爆
を
つ
づ
け
て
い
る
。
軍
事
作
戦
を
ね
る
、

ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
撃
ち
こ
む
…
…
。
こ
う
し
た
こ
と
は
説
明
書
、
企
画
書
が
読
め
な
い
と
で
き
な
い
。
大

統
領
の
名
前
を
か
ろ
う
じ
て
知
っ
て
い
る
人
々
を
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
か
も
し
れ
な
い
」
と
空
爆
し
、
一

〇
名
の
家
族
を
殺
害
し
、
娘
の
片
腕
を
う
ば
っ
て
い
く
。
い
っ
た
い
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
っ
て
何
だ
ろ

う
か
？　

米
国
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
日
本
の
平
和
憲
法
を
輸
出
で
き
れ
ば
、
と
思
う
。

「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威い

か
く嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
」。

九
・
一
一
事
件
直
後
、
人
々
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
。
も
し
、
憲
法
九
条
の
精
神
で
外
交
決
着
を
め
ざ
し
て
い
た
ら
？　

ワ
キ
ー
ル
は
家
を
焼
か
れ

ず
に
す
ん
だ
し
、
娘
は
地
元
の
小
学
校
に
通
え
て
い
る
は
ず
だ
。
学
校
に
通
え
て
い
れ
ば
、
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
新
聞
が
読
め
る
の
で
、
米
軍
の
空
爆
が
い
か
に
ひ
ど
い

か
、
タ
リ
バ
ン
の
自
爆
テ
ロ
の
巻
き
添
え
で
殺
さ
れ
る
人
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
つ
ま
り
米

軍
の
空
爆
も
、
タ
リ
バ
ン
の
自
爆
も
イ
ヤ
だ
と
い
う
国
民
世
論
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

毎
日
飢
え
ず
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
寒
い
冬
も
暖
か
い
衣
服
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
学
校
が
あ
っ

て
勉
強
で
き
る
こ
と
。
日
本
で
は
あ
た
り
前
の
こ
と
が
、
あ
た
り
前
で
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。



東日本大震災から３年特集

今
年
三
月
一
一
日
一
四
時
四
六
分
、
陸
前
高
田
市
自
然
環

境
活
用
セ
ン
タ
ー
に
て
、
菅か

ん
の野
悦え

つ
お雄
さ
ん
（
陸
前
高
田
市
）、

神ご
う
ど門
康や

す
こ子
さ
ん
（
宇
治
市
、
書
画
家
）、
豊
田
八
郎
さ
ん
（
奥

州
市
、
当
研
究
所
常
任
理
事
）、
浅
井
純
二
さ
ん
（
犬
山
市
、

日
本
福
祉
大
学
助
教
）、
黒
田
孝
彦
（
編
集
主
幹
）
は
、
長
い

サ
イ
レ
ン
の
も
と
黙
と
う
を
し
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
側
で
は
六
メ
ー
ト
ル
の
津
波
警
報
、
岩
手
県
で
は

三
メ
ー
ト
ル
の
津
波
警
報
。
陸
前
高
田
に
一
五
時
二
三
分
、

津
波
が
到
達
し
ま
す
。
こ
の
警
報
の
違
い
が
大
き
な
岐
路
に

な
っ
た
と
、
あ
と
で
わ
か
り
ま
す
。
陸
前
高
田
市
の
震
災
死

亡
者
一
五
五
六
人
、
関
連
死
四
三
人
、
行
方
不
明
者
二
一
五

人
（
う
ち
死
亡
届
受
理
件
数
二
〇
九
人
）、
家
屋
倒
壊
数
四
〇

四
五
棟（
二
月
二
八
日
現
在
岩
手
県
総
合
防
災
室
ま
と
め
よ
り
）。

九
日
に
行
わ
れ
た
陸
前
高
田
市
主
催
の
追
悼
会
で
、
戸と

ば羽

太ふ
と
し市

長
は
、「
志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
思
う
と
き
、

万ば
ん

感か
ん

胸
に
迫
る
も
の
を
禁
じ
え
な
い
。
底
知
れ
ぬ
悲
し
み
や

寂
し
さ
、
ぶ
つ
け
よ
う
の
な
い
く
や
し
さ
を
味
わ
っ
た
。

…
…
い
ま
だ
整
理
で
き
な
い
気
持
ち
を
思
う
と
き
、
ま
ち
な

み
や
産
業
だ
け
で
な
く
、
心
の
復
興
こ
そ
が
真
の
復
興
」
と

式
辞
で
述
べ
て
い
ま
す
。

震
災
三
年
を
社
会
福
祉
の
問
題
と
し
て
考
え
る

震
災
三
年
を
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
）

と
し
て
ど
の
よ
う
に
む
か
え
る
か
。
昨
年
夏
の
会
員
の
集
い

で
、
理
事
会
と
福
祉
の
ひ
ろ
ば
全
国
編
集
委
員
会
を
被
災
地

で
開
催
し
、
地
元
と
の
交
流
の
中
か
ら
、
被
災
地
の
生
活
や

社
会
問
題
な
ど
を
ふ
れ
合
っ
て
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
福
祉
の
ひ
ろ
ば
連
載
者
の
神
門
や
す
子
さ
ん

（
表
紙
絵
）、
川
口
モ
ト
コ
さ
ん
（
花
咲
け
！　

男
や
も
め
）、

ラ
ッ
キ
ー
植
松
さ
ん
（
な
に
わ
銭
湯
見
聞
録
）
の
三
名
の
協

力
の
も
と
で
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
と
久
慈
市
で
展
示
交
流

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
、陸
前
高
田
、そ
し
て
久
慈

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
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